
 

国語科学習指導案 

 

安芸太田町立加計中学校 立田 晃 

 

１ 日時     平成 16 年 12 月６日(月) 

２ 場所     安芸太田町立加計中学校３年Ａ組教室 

３ 学級     第３学年Ａ組(26 名) 

４ 単元名    推敲力をつけよう 

５ 単元について 

(1) 単元観 

  中学校学習指導要領解説国語編には，第２学年及び第３学年における推敲についての指導事 

 項として「書いた文章を読み返し，文や文章を整えて，説得力のある文章にすること」が示さ 

 れている。また，推敲指導を平素から書くことの学習にしっかりと位置付けて推敲の習慣化を 

 図ること，第２学年及び第３学年における推敲指導では「筋道立てて論理的な文章にしていく 

 こと」が求められている。そこで本単元では，推敲の観点を明らかにして具体的な方法を身に 

 付けさせることで，文章を論理的に書き表す能力を高める。 

(2) 生徒観 

  ほとんどの生徒が，生活の中で体験したことに対する感想を 400 字程度の文章で書き表すこ 

 とができる。しかし，推敲の習慣が十分に身に付いていないために，誤字脱字や文のねじれな 

 どが見られる生徒がいる。また，推敲の観点や方法が十分に身に付いていないために，意見の 

 文章を論理的な構成を工夫して書くことができない生徒がいる。 

(3) 指導観 

  指導にあたっては，推敲の観点を具体的に示した｢推敲シート｣を作成し,それを推敲や相互批 

 正，教師批正において文章の評価表として活用する。また，推敲の観点や方法を確実に身に付 

 けさせ,それを実際に文章を書く際に適用させるために,以下の４段階に分けた指導を展開する。 

  第１段階  推敲の観点ごとに例文を推敲させる。 

  第２段階  「推敲シート」を使って,自分が書いた意見文を推敲させる。 

  第３段階  「批正シート」（「推敲シート」を批正用に変更したもの）を使って,友人と相互 

        批正を行わせる。 

  第４段階  推敲の観点と方法を適用した意見文を書かせる。 

６ 単元の目標 

 ○ 書いた文章を読み返し，文や文章を整えて，説得力のある文章にできる。(｢書くこと｣-オ) 

 ○ 書いた文章を互いに読み合い，論理の展開の仕方や材料の活用の仕方などについて自分の 

  表現に役立てることができる。（「書くこと」-カ） 

 ○ 字や語句，文の構成に注意して，文章を表記する。(言語事項(1)(2)) 

 

 



７ 単元の評価規準（観点別） 

国語への関心・意欲・態度 書く能力 言語についての 
知識・理解・技能 

○ 推敲の仕方に関心を持ち, 
 文章を論理的に書こうとし 
 ている。 

○ 書いた文章を読み返し,文 
 や文章を整えて,説得力のあ 
 る文章にしている。 
○ 書いた文章を互いに読み 
 合い，論理の展開の仕方や 
 材料の活用の仕方などにつ 
 いて自分の表現に役立てて 
 いる。 

○ 漢字や語句，文の構成に 
 注意して，文章を表記して 
 いる。 

８ 単元指導計画（全６時間） 

評価の観点 
次 時 学習内容 

関 書 言 評価規準 評価方法 

１ 

例文を使って，表記に

関する推敲の仕方を

学習する。 

 

○  ○ 

推敲の仕方に関心を持ち，

表記に関して例文を推敲

している。 

観察 

小テスト 

１ 

２ 

例文を使って，内容と

構成に関する推敲の

仕方を学習する。 

 

 ○  

内容と構成に関して例文

を推敲している。 

小テスト 

２ ３ 

意見文①『公園にゴミ

箱は必要か』を書き，

「推敲シート」を使っ

て推敲する。 

 ○  

意見文を書き，それを推敲

した結果を「推敲シート」

に記入している。 

意見文① 

｢推敲シート｣ 

３ ４ 

意見文①を「批正シー

ト」を使って相互批正

し，それを参考に清書

する。（本時） 

 ○  

友人と相互批正し，論理の

展開の仕方や材料の活用

の仕方などを参考にして

清書している。 

｢批正シート｣ 

｢推敲シート｣ 

意見文①清書 

５ 

意見文②『中学校に制

服は必要か』を書く。 

 
 ○  

表記・内容・構成について

推敲しながら，意見文②を

書いている。 

意見文② 

｢推敲シート｣ 

４ 

６ 

教師批正を参考に意

見文②を清書し，単元

のまとめを行う。 

 

○ ○ ○ 

教師批正を参考に意見文

②を清書し，単元のまとめ

をしている。 

意見文②清書 

振り返りカード 



 

９ 本時の展開 

(1) 本時の目標 

  「推敲シート」を使って友人と相互批正を行い，論理の展開の仕方や材料の活用の仕方など 

  を自分の表現に役立てる。 

(2) 準備物 

  「推敲シート」，「批正シート」（「推敲シート」を批正用に作りかえたもの)，原稿用紙 

(3) 学習の展開 

学習活動 
指導上の留意事項(◇) 

(◆「努力を要する」状況と判

断した生徒への指導の手立て) 

評価規準 評価方法 

１ これまでの学習を振 

 り返り，本時の学習課 

 題をつかむ。 

◇ 「推敲シート」で，推 

 敲の観点を確認する。 

  

２ 「批正シート」を活用 

 し，４人一組で，意見文 

 ①の相互批正を行う。 

(1)  友人の意見文を批正 

 し，評価を「批正シート」 

 に記入する。 

(2) 「批正シート」を交換 

 し合い，友人からの評価 

 を「推敲シート」に記入 

 する。 

(3) 自分の推敲（前時） 

 と友人との相互批正を 

 比較する。 

◇ 「批正シート」への記 

 入の仕方を説明する。 

◇ 小グループの編成は， 

 生徒の実態を考慮して， 

 事前に指導者が行う。 

◇ 批正した箇所は，色ペ 

 ンで記入させる。比較し 

 やすいように,批正者ご 

 とに色を変えさせる。 

◇ 相互批正が，単なるあ 

 ら捜しに終わらないよ 

 うに指導する。 

◆ 作業が遅れがちな生 

 徒に対する個別の支援 

 を行う。 

友人と相互批正に取り組

み，その結果を「批正シー

ト」に正確に記入してい

る。 

 Ａの見取り 
  観点①～⑮について, 
  教師批正に準ずる適 
  切な批正を行ってい 
  る。 
 

 

「批正シ

ート」 

３ 前時の推敲と友人に 

 よる批正を参考に，意見 

 文②を清書する。 

 

◇ 清書が早く終わった 

 生徒には，読書をする 

 よう指示する。 

◆ 作業が遅れがちな生 

 徒に対する個別の支援 

 を行う。 

推敲と批正を参考にして，

清書に取り組んでいる。 

 Ａの見取り 

  推敲の観点①～⑮の 

  うち，13 以上の観点 

  が条件を満たしてい 

  る。 

意見文①

の清書 

４ 本時の活動を振り返 

 り，振り返りカードに記 

 入する。 

◇ 振り返りカードを活 

 用する。 

 振り返り

カード 



「
推
敲
シ
ー
ト
」三
年 

番 

氏
名(

 
 

 
 

 
 

)
 

表記 構成 内容  

⑮
文
体
を
常
体
（
だ
・
で
あ
る
）
に
統
一
し
て
い
る
か
。 

⑭
長
す
ぎ
る
文
、
意
味
や
つ
な
が
り
が
お
か
し
い
文
は
な
い
か
。 

⑬
指
定
さ
れ
た
字
数
を
守
っ
て
書
い
て
い
る
か
。(

九
割
以
上
が
目
安)

 

⑫
字
は
丁
寧
か
。
誤
字
・
脱
字
・
句
読
点
の
誤
り
は
無
い
か
。 

⑪
原
稿
用
紙
の
使
い
方
は
正
し
い
か
。 

⑩
論
理
の
展
開
の
型(

頭
括
型
・
尾
括
型
・
双
括
型)

を
使
っ
て
い
る
か
。

⑨
段
落
の
並
べ
方
（
結
論
・
根
拠
・
反
論
予
想
・
結
論
）
は
効
果
的
か
。

⑧
指
示
語
を
使
う
べ
き
所
は
無
い
か
。
使
い
す
ぎ
は
無
い
か
。 

⑦
接
続
語
を
正
し
く
使
っ
て
い
る
か
。 

⑥
一
段
落
一
内
容
に
な
っ
て
い
る
か
。 

⑤
反
論
を
予
想
し
、
そ
れ
に
反
論
を
加
え
て
い
る
か
。 

④
根
拠
は
具
体
的
（
数
値
・
体
験
・
見
聞
）
か
。
「
思
う
」
は
無
い
か
。

③
話
題
が
そ
れ
て
い
な
い
か
。 

②
根
拠
を
二
つ
以
上
示
し
て
い
る
か
。 

①
自
分
の
意
見
（
結
論
）
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
か
。 

 

推
敲
の
観
点
（
○
は
い
・
×
い
い
え
を
下
の
空
欄
に
記
入
し
よ
う
。
） 

               

推
敲 

ゴ
ミ
箱 

               

批
正 〃 

メ
モ 

               

推
敲 

制
服 



批
正
シ
ー
ト
（ 

） 
 

 
 

 
 

 

さ
ん
へ 

三
年 

組 

番 

氏
名
〔 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 

【
学
習
活
動
２
】
推
敲
の
観
点
に
し
た
が
っ
て
批
正
し
、
書
い
た
人
に
渡
し
ま
し
ょ
う
。 

表記 構成 内容  ア
ド
バ
イ
ス 

⑮
文
体
を
常
体
（
だ
・
で
あ
る
）
に
統
一
し
て
い
る
か
。 

⑭
長
す
ぎ
る
文
、
意
味
や
つ
な
が
り
が
お
か
し
い
文
は
な
い
か
。 

⑬
指
定
さ
れ
た
字
数
を
守
っ
て
書
い
て
い
る
か
。(

九
割
以
上
を
目
標
に)

 

⑫
字
は
丁
寧
か
。
誤
字
・
脱
字
・
句
読
点
の
誤
り
は
無
い
か
。 

⑪
原
稿
用
紙
の
使
い
方
は
正
し
い
か
。 

⑩
論
理
の
展
開
の
型
（
頭
括
型
・
尾
括
型
・
双
括
型
）
を
使
っ
て
い
る
か
。

⑨
段
落
の
並
べ
方
（
結
論
・
根
拠
・
反
論
予
想
・
結
論
）
は
効
果
的
か
。 

⑧
指
示
語
を
使
う
べ
き
所
は
無
い
か
。
使
い
す
ぎ
は
無
い
か
。 

⑦
接
続
語
を
正
し
く
使
っ
て
い
る
か
。 

⑥
一
段
落
一
内
容
に
な
っ
て
い
る
か
。 

⑤
反
論
を
予
想
し
、
そ
れ
に
反
論
を
加
え
て
い
る
か
。 

④
根
拠
は
具
体
的
（
数
値
・
体
験
・
見
聞
）
か
。
「
思
う
」
は
無
い
か
。 

③
途
中
で
話
題
が
そ
れ
て
い
な
い
か
。 

②
根
拠
を
二
つ
以
上
示
し
て
い
る
か
。 

①
自
分
の
意
見
（
結
論
）
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
か
。 

 

推
敲
の
観
点 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
○
は
い 

×
い
い
え
） 

               

評
価 

 

               

補
足 


